































































































おり，国内外で成果が公表されている（Circ J 2013, Int J Vasc Med 2012, J Appl Physiol 2009, 2010, 2012, Med 








































































































































・Keizo Yamamoto, Makoto Tsubokura, Keiji Onishi, Denis Vuillemin and Guanghao Wu: Numerical 
Simulation of airflow around a ski jumper during takeoff, Science and skiing VI.（査読付）（in printing）




・沖田孝一, 高田真吾, 門口智泰, 森田憲輝, 井出幸二郎, 川初清典: 糖質制限は心臓リハビリテーションにお





強度の差異. 北海道の雪氷, 33: 161–164, 2014.
・白川和希，上田知行，井出幸二郎，小坂井留美，加藤満，大宮哲，須田力: ４種の雪上歩行方法における歩容
パラメータおよび酸素摂取量の違いについて. 北方圏生涯スポーツ研究センター年報, 6: 7-14, 2015. （査読付） 
［報告書］
・Okita K, Takada S, Kadoguchi T, Horiuchi M, Kinugawa S, Tsutsui H. Effect of Resistance Exercise with 
Blood Flow Restriction on Vascular Function. 北翔大学北方圏スポーツ研究センター年報, 6: 15-17, 2015.
・竹田唯史，近藤雄一郎，山本敬三，吉田真，吉田昌弘，山本敏美：スキー選手を対象とした体力測定とトレー
ニングについて．北翔大学北方圏スポーツ研究センター年報, 6: 29-35, 2015． 
・竹田唯史，綿谷美佐子，吉岡翼，吉田昌弘，吉田真，山本敬三：スノーボードジュニア選手を対象としたトレー
ニングと体力特性について. 北翔大学北方圏スポーツ研究センター年報, 6: 21-27, 2015.
・吉田昌弘，吉田真，山本敬三，竹田唯史：北翔大学における大学生競技者の体力・運動能力調査報告2014-
2015. 北翔大学北方圏スポーツ研究センター年報, 6: 41-44, 2015．
・吉田真，松本尚，浮城健吾，吉田昌弘，竹田唯史：北海道フリースタイルスキーモーグル選手を対象とした体
力向上のためのトレーニング効果. 北翔大学北方圏スポーツ研究センター年報, 6: 37-40, 2015.
・川初清典，竹田唯史，山本敬三，晴山紫恵子：鮫鱗皮のグリップゾーン応用によるクロスカントリースキーの
新たな技術開発の基礎的研究. 北翔大学北方圏スポーツ研究センター年報, 6: 19-20, 2015.
［学会発表］
・二ノ神正詞, 山本敬三, 浅井 拓也：膝立ちからの一歩踏み出し動作における先行随伴性姿勢調節．第49 回日本
理学療法学術大会，横浜，2014.5.30-6.1．
・Yamamoto K., Matsuzawa M.：Proposal of inexpensive and portable apparatus for jumping movement, 1st 
Asia-Pacific Conference on Coaching Science, 札幌, 2014.7.12-13.
・山本敬三，竹田唯史，相原博之，中川喜直：アルペンスキー滑降中における足圧分布計測：パイロットスタディ．




・Masaki Kotani, Keizo Yamamoto：Effect of vibration frequency on trunk and hip joint alignment during 
performance of the prone bridge with sling exercise, World Congress of PT, Singapore, 2015.5.1-4. (accepted)
・Inagawa Yasuhito, Keizo Yamamoto：ANALYSIS OF ANTERIOR CRUCIATE LIGAMENT TENSILE 
FORCE DURING DROP VERTICAL JUMP, World Congress of PT, Singapore, 2015.5.1-4. (accepted)
・Keizo Yamamoto：Ninokami Masashi, ANALYSIS OF BIOMECHANICAL MECHANISMS OF STEPPING 
FROM KNEELING POSITION, World Congress of PT, Singapore, 2015.5.1-4. (accepted)
・Yamamoto, K., Tubokura, M., Baleriola, S., Onishi, K.：Unsteady aerodynamics of a ski jumper during the 
takeoff motion, Europe College of Sport Science, Sweden, 2015.6.24-27. （投稿中）
・Takada S, Okita K, Taniura T, Morita N： Gender difference in blood pressure lowering by exercise 
training in overweight adults. 10 th Asian-Pacific Congress od Hypertension, , Radisson Blu Hotel, Cebu 
City, Philippines, 12-15th February 2014.
・Okita K, Takada S, Kadoguchi T, Horiuchi M, Kinugawa S, Tsutsui H：Effect of Resistance Exercise with 
Blood Flow Restriction on Vascular Function. 19th annual congress of European college of sports science, 
Amsterdam, Holland, July 2-5, 2014.
・Tanaka H, Takada S, Kadoguchi T, Inagawa Y, Yamamoto K, Okita K：Potential Protocols in Resistance 





ビリテーション学会, 京都市勧業会館みやこめっせ, 京都市, 2014.7.19-20．
・沖田孝一. 慢性心不全におけるレジスタンストレーニングの理論と実践. 第20回日本心臓リハビリテーション
学会, 京都市勧業会館みやこめっせ, 京都市, 2014.7.19-20．
・田中寿人，沖田孝一，高田真吾，門口智泰，森田憲輝，堀内雅弘. 四肢筋力と血管機能指標の関係. 第69回日
本体力医学会, 長崎大学文教キャンパス, 長崎県長崎市, 平成26年９月19日〜21日. 
・Takeda T, Kondo Y, Sato R, Yamada Y:Teaching Program of Skiing for Elementary school, The 1st Asia-
Pacific Conference on Coaching Science, Hokkaido University, 2014.7.
・Ueda T, Kozakai R, Honda R,Ogawa H, Ide K,Oda S,Takeda T, Odajima M, Aiuchi T：Effects of the 
physical exercise program on longitudinal changes in physical fitness among the community-living older 








走性の基礎的試験,北海道体育学会, 北海道体育学会54回大会, 札幌大学, 2014.11. 
・吉田昌弘，吉田真，沖田孝一: しゃがみ込みテストに影響を与える身体的因子の検討，第25回日本臨床スポー
ツ医学会学術集会, 国立スポーツ科学センター , 東京, 2014, 11.
・吉田昌弘：大学生アスリートに対する足関節捻挫予防の取り組み，早稲田大学・札幌医科大学スポーツ医科学







































































とともに死亡リスクを下げることが認められている（van Damet et al. 2008）。また認知症を有する高齢者では
睡眠障害の出現頻度が高いなど，睡眠と認知症の関係について報告されている（三島, 2012）。また横断的調査














（Russo et al. 2007），横断的な研究であることによる一時的な関係性しか観察できない点や，これまで高齢者を
対象とした大規模調査では，身体機能の評価にはADL評価のような質問紙が用いられており（Hsu et al. 2009），


















































































・Kamei T，Kajii F, Yamamoto Y, Irie Y, Kozakai R, et al.：Effectiveness of a home hazard modification 
program for reducing falls in urban community-dwelling older adults : A randomized controlled trial. Japan 
J Nurs Sci, 11(3), 1-14, 2014. [査読付]
・Oda S, Shirakawa K：Sleep onset is disrupted following pre-sleep exercise that causes large physiological 





















・Kozakai R, Niino N：Report on the Sustained Exercise Program in the Subsidized Homes for Older People 
in Japan. 1st Asia-Pacific Conference on Coaching Science（Sapporo・Hokkaido University），2014.6.11-13.
・Ueda T, Kozakai R, Honda R, Ogawa H, Ide K, Oda S, Takeda T, Odajima M, Aiuchi T．：Effects of a 
physical exercise program on longitudinal changes in physical fitness among community-living older people 













































































































































































































































































・HIROTA Shuhei：Development of New Support Implement and Teaching Technique in Gymnastics．The 
1st Asia-Pacific Conference on Coaching Science，Hokkaido University,Sapporo,Japan，2014.7．
［その他研究成果の公開］
・花井篤子：健康運動を活用した世代間交流プログラムのあり方．北方圏生涯スポーツ研究センター年報，６：
79－81，2015．
当たり約３時間の練習を計41回行い，その他に１泊２日の合宿練習を実施した。また，２度の大会参加を通して重
度肢体不自由といった障がい特性に応じたベースボール型競技の競技規則の在り方と妥当性について検討した。
４．北海道型体験活動プログラムの開発に関する研究（達成度80%）
１）アイヌ民俗生活技術に関する基礎調査
　平成26年度はアイヌの代表的な楽器であるムックリの制作方法，演奏方法，アイヌが食用としたチマキナ（タ
ラノキ）とアユッシ（ウド）などの調理法と薬用使用法を調査し，今後のアイヌ民俗生活技術体験学習プログラ
ムの基礎資料とした。
２）雪や寒さを楽しみながら意欲的に活動できる外遊びプログラムの開発
　学校や地域における冬季の運動や外遊びの推進に資するため，今年度は，これまで積み重ねた実践活動（大学
の実習や地域貢献事業など）の中から，学校の授業や休み時間，放課後子ども教室，道立青少年教育施設等で活
用できるアクティビティを選定し，雪を使った外遊びプログラム「スノーゲーム（Snow Games）」として運動
系アクティビティ５種目，探索系アクティビティ２種目，共感系アクティビティ１種目の計８種目のアクティビ
ティ開発を行った。
─　　─134
・千葉直樹：第２回「スポーツ国際開発」国際シンポジウムの参加報告，北方圏生涯スポーツ研究センター年報，
６：2015.
・千葉直樹：札幌のプロバスケットボールチームにみる観戦者特性の変化に関する研究―レラカムイ北海道から
レバンガ北海道へのチーム変更に伴う観戦者の変化に着目して―，スポーツ産業学研究，投稿中．
・西村貴之：通信制高校の制度および生徒の多様性をふまえた体育科教育のあり方の検討．北翔大学北方圏生涯
スポーツ研究センター年報，６：103－114，2015.
・廣田修平，菊地はるひ，北村優明，大宮真一：北海道における競技スポーツのジュニア期での課題．北翔大学
生涯スポーツ学部研究紀要，6：91－99，2015．
・廣田修平：体操競技における幇助用具の使用可能性．北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報，６：69－
72，2015.
・粥川道子，青木康太朗：平成26年度野外教育実習実践報告書
・花井篤子：北翔大学生涯スポーツ学部市民講座「アクアフィットネスで健康づくり」，於北翔大学，2014.12.13
・花井篤子：北方圏生涯スポーツ研究センタースポルクラブ「アクアフィットネス」講師，2014年５月〜11月
末
・廣田修平：「体育実技指導方法研修会─器械運動の指導方法─」，第１回アジア・太平洋コーチング学会記念事
業，サテライトワークショッププレゼンター，北海道江別市北翔大学，2014,7
